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ロボティックスワームの進化的群れ行動生成とその解析 
 (Evolutionary collective behavior generation and its analyses for robotic swarms) 
























た結果を分析するための⼿法として，⽣物学における群れの議論に着想を得た Domain of 
danger（DOD）およびこれを発展させた Limited domain of danger（LDOD）に着⽬し，この
算出のために GPU コンピューティングを⽤いて⾼速に算出する⼿法を構築した．また，対象が
⼤規模であっても DOD や LDOD の離散近似を効率的に求めるためのアルゴリズムおよび実装




 この解析⼿法によって，先に挙げた Predator-prey モデルのマルチエージェントシミュレーシ
ョンから得られた群れ⾏動と，物理的⾝体を持つ実機ロボットスワームの群れ⾏動実験で観察
された振舞いについて本研究で開発した⼿法を適⽤し，群れ⾏動の解析を⾏いその有効性を検
証した． 
 結論として，本論⽂は，GPU コンピューティングを⽤いて群れ⾏動を進化的に⽣成する⼿法
とその解析⽅法を提案するとともに，計算機上のマルチエージェントシミュレーシンおよび実
機ロボティックスワームに実装を⾏い，その有⽤性と有効性を検証した． 
 
 
